
富士錦酒造

富士正酒造

牧野酒造

高砂酒造

県営富士養鱒場

白糸発電所

道の駅 朝霧高原

富士山本宮浅間大社

人穴富士講遺跡

田貫湖

富士山

中心市街地
浅間大社を中心とする市街地。
中心市街地には20箇所近くの坪庭
や湧水、ビオトープなどが点在する。
また酒以外の水を活かした加工品も
販売されている。

芝川
猪之頭の湧水を源流とする一級河川。
北部地域の限られた水源である。
芝川はなだらかな高低差と安定した水
量があることから、水力発電所が数多
く設置されている。

富士川

世界遺産「富士山」の構成資産。
富士山の噴火の鎮静を麓から祈るために建
てられたとされる神社。敷地内には富士山
の湧水の池「湧玉池」がある。

小田貫湿原
およそ2万年前、古富士
火山が崩れた時に生じた
土砂の上にできた、富士

山西麓唯一の湿原。

猪之頭
市内有数の湧水に恵まれた地域。
湧水を活かして、ニジマスの養殖
やワサビ栽培などが行われている。

およそ2万年前、古富士火山が崩
れた時に生じた土砂の上にできた

沼を開発してできた人工湖。

朝霧高原
県境近くには野焼きによりできた
ススキの草原、道の駅付近から南
にかけて戦後の開拓と国の酪農振
興によりできた牧野が広がる。

旧上野村域（上条・下条他）
市街地から続く坂を登った高台
に開ける。もとは水利面で恵ま
れていなかったが、江戸時代に
芝川を水源とする用水路が数多
く開かれたことで、稲作が盛ん
な地域となった。

北山本門寺大石寺

西山本門寺

妙蓮寺
山宮浅間神社

村山浅間神社

世界遺産「富士山」の構成資産。
富士山の湧水を水源とし、白糸が連な
るように水が流れ落ちる景観が特徴的。

白糸ノ滝

北山用水（取水口）
北山本門寺の門主が徳川家康に願い、
開かれた用水が始まりと伝わる。
水源の乏しい市北部・東部地域を潤す。

潤井川
富士山の大沢崩れを源とする川。
中心市街地付近まで水が枯れて
おり、そこまでを「飢渇川」、
そこから下流を「潤井川」と呼
んでいた。

根原450-1

佐折588-2

下条1037

上柚野532

猪之頭579-2

宝町9-25

スタンプラリー対象地

陣馬の滝
富士山の湧水が流れる滝。
名前の由来は鎌倉時代、源頼朝が
富士の巻狩りの際に近くに陣を
張ったことから。


